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大
島
に
は
、
お
寺
や
お
宮
を
中

心
に
し
た
仏
事
や
神
事
の
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
は

別
に
地
域
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
仏

事
的
行
事
等
も
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

風
土
注
進
案
の
中
の
風
俗
行
事

に
は
、「
念
仏
講
と
號　

其
最
寄
に

て
五
六
人
宛
一
と
組
に
て
毎
月
集

會
仕
候　

多
く
は
雨
の
日
夜
分
に

て
御
座
候
」
と
あ
り
ま
す
。

　

今
で
も
「
講
」
と
称
し
て
多
く

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
に
「
金
毘
羅
講
」
が

あ
り
ま
す
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の

所
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
理
由
に
は
、

生
活
環
境
や
生
活
様
式
の
変
化
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

講
は
、
仏
教
行
事
と
し
て
の
講
、

民
俗
宗
教
か
ら
の
講
、
参
拝
を
目

的
と
す
る
講
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
仏
教
行
事
と
し
て
の
講

に
は
、
観
音
講
、
薬
師
講
、
大
師

講
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
お

祭
り
等
に
お
け
る
講
に
は
、
え
び

す
講
、
天
神
講
、
地
蔵
講
、
念
仏
講
、

大
師
講
、
荒
神
講
、
宮
島
講
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
参
拝

を
目
的
と
し
た
講
に
は
、
伊
勢
講

（
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
）、
金
毘
羅

講
（
金
毘
羅
様
へ
の
参
拝
）、
石
鎚

講
（
石
鎚
神
社
へ
の
参
拝
）、
出
石

講
（
出
石
寺
へ
の
参
拝
）、
出
雲
講

（
出
雲
大
社
へ
の
参
拝
）、
一
畑
講

（
出
雲
一
畑
薬
師
へ
の
参
拝
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
経
費

が
か
か
る
の
で
代
表
が
お
参
り
す

る
代
参
の
形
式
が
多
い
で
す
。

　

金
毘
羅
講
の
行
事
は
各
地
で
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
一
つ
の
講
を
例
に
と
っ
て
一

日
の
流
れ
を
説
明
す
る
と
、
ま
ず

頭
屋
の
庭
に
金
の
入
っ
た
旗
を
揚

げ
お
祭
り
を
知
ら
せ
ま
す
。
夜
、

講
の
人
が
集
ま
り
神
事
を
行
い
ま

す
。
神
事
の
後
、
次
の
頭
屋
や
金

毘
羅
様
へ
の
参
拝
な
ど
を
話
し
合

い
、
直
会
に
移
り
懇
親
を
深
め
ま

す
。
今
は
、
講
員
が
高
齢
化
し
、

集
会
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
秋
地
区
で
講
を
や
め
る
に

あ
た
っ
て
立
派
な
御
堂
を
ど
う
し

よ
う
か
と
相
談
を
受
け
た
の
で
、

橘
民
俗
資
料
館
（
休
館
中
）
へ
寄

贈
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

御
堂
の
引
き
出
し
の
中
に
は
、
講

が
始
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
の
記
録
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。
講
の
始
ま
り

は
弘
化
四
年
（
１
８
４
７
年
）
と

あ
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
読
み
取
れ
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
講
が
続
い
て
い
る

地
区
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
生
活

様
式
の
変
化
や
高
齢
化
な
ど
で
運

営
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

講
の
持
つ
役
割
に
は
、
家
の
作
業

や
葬
儀
の
手
伝
い
な
ど
の
共
助
精

神
が
あ
り
ま
す
。
災
害
の
多
く
な
っ

た
時
代
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
関
係

が
希
薄
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
現

代
こ
そ
、
講
の
持
つ
精
神
を
見
直

し
た
い
も
の
で
す
。
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▲秋地区の「講」の記録が記された台帳

山口県総合交通センター　金曜日の取扱業務の変更
柳井警察署だより

　山口県総合交通センターでは、
令和５年 10 月から、毎週金曜日
の免許更新・記載事項変更・自
主返納・学科試験・国外免許な
どの手続ができなくなります。
　なお、金曜日以外の曜日に変
更はありません。

　山口県総合交通センターでの取扱業務一覧は次の
表のとおりですので、手続を予定されている方はご
注意ください。
　詳しくは、山口県警察ホームページをご覧いただ
くか、山口県総合交通センター（☎ 083-973-2900　
平日 8：30 ～ 17：00）にお問い合わせください。

取扱業務 月 火 水 木 金 土 日

学科試験 ○ ○ ○ ○ × × ×
技能試験（予約制） ○ ○ ○ ○ × × ×
免許証の併記（追加） ○ ○ ○ ○ × × ×

免許更新 ○ ○ ○ ○ × × ○
記載事項変更 ○ ○ ○ ○ × × ○
限定解除 ○ ○ ○ ○ × × ×
限定条件付与 ○ ○ ○ ○ × × ○
国外免許 ○ ○ ○ ○ × × ×

外免切替（予約制） ○ ○ ○ ○ × × ×
自主返納 ○ ○ ○ ○ × × ○
期限切れ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
再交付 ○ ○ ○ ○ ○ × ×
処分者講習 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

問周防大島幹部交番　☎ 0820-72-0110
　柳井警察署　　　　☎ 0820-23-0110


